
首都高速道路の交通状況
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ネットワークの変化 交通量（平日）の変化

H25年度
（中央環状線

全線開通前）

H27年度
（中央環状線

全線開通後）

圏央道開通

・常磐道～東関道間接続
・関越道～東北道間接続

・東名高速～中央道間接続
（H26年度）

H28年度

圏央道開通

・東北道～常磐道間接続

]

]

]

１．都心環状線の交通状況の変化

都心環状線平均 約9.7万台/日
首都高利用台数：約101万台/日

中央環状線内側は約5％減少
都心環状線の交通量約5％減少

（特に都心環状線西側では10%以上減少）

品川線開通
（H27.3）

首都高利用台数：約103万台/日

都心環状線平均 約9.2万台/日

首都高利用台数：約104万台/日

都心環状線平均 約9.1万台/日

都心環状線の交通量は微減

品川線開通
（H27.3）
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一ノ橋JCT～
谷町JCT間 約10.3万台/日

一ノ橋JCT～
谷町JCT間 約8.8万台/日

一ノ橋JCT～
谷町JCT間 約8.7万台/日

竹橋JCT～
江戸橋JCT間 約11.2万台/日

竹橋JCT～
江戸橋JCT間 約10.8万台/日

竹橋JCT～
江戸橋JCT間 約10.5万台/日

【凡例】
4万台/日以下
4～5万台/日
5万台/日以上

※ 日平均交通量

【凡例】
4万台/日以下
4～5万台/日
5万台/日以上

【凡例】
4万台/日以下
4～5万台/日
5万台/日以上

※首都高速道路上車両感知器及び営業データより算出



]

]

]

一ノ橋JCT～
谷町JCT間 約46km/時

]

]

渋滞発生時間（平日）の変化 旅行速度（平日）の変化

H25年度
（中央環状線

全線開通前）

H27年度
（中央環状線

全線開通後）

圏央道開通

・常磐道～東関道間接続
・関越道～東北道間接続

・東名高速～中央道間接続
（H26年度）

H28年度

圏央道開通

・東北道～常磐道間接続

]

１．都心環状線の交通状況の変化

中央環状線内側の渋滞
発生時間が5割程度減少

※首都高速道路上車両感知器データより算出
※旅行速度は7時～19時平日平均
※出入口等区間毎の渋滞発生時間をJCT毎に加重平均し算出
※旗上げの数字は、内回りと外回りの平均

品川線開通
（H27.3）

： 長期間の昼夜連続規制を伴う工事箇所

中央環状線機能強化工事の影響
により一部区間で渋滞が発生

都心環状線旅行速度は上昇

品川線開通
（H27.3）

都心環状線旅行速度に大き
な変化なし
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【凡例】
1時間以下
1～2時間
2～3時間
3時間以上

一ノ橋JCT～
谷町JCT間 約1.5時間

一ノ橋JCT～
谷町JCT間 約0.5時間

一ノ橋JCT～
谷町JCT間 約0.7時間

竹橋JCT～
江戸橋JCT間 約2.7時間

竹橋JCT～
江戸橋JCT間 約2.4時間

竹橋JCT～
江戸橋JCT間 約2.8時間

都心環状線 約37km/時

都心環状線 約40km/時

首都高旅行速度：約47km/時

首都高旅行速度：約49km/時

首都高旅行速度：約48km/時

都心環状線 約39km/時

一ノ橋JCT～
谷町JCT間 約35km/時

一ノ橋JCT～
谷町JCT間 約43km/時

竹橋JCT～
江戸橋JCT間 約35km/時

竹橋JCT～
江戸橋JCT間 約35km/時

竹橋JCT～
江戸橋JCT間 約34km/時

【凡例】
20km/時以下
20～40km/時
40km/時以上

※ 1日のうち旅行速度が20km/時以下となる時間の累積

【凡例】
20km/時以下
20～40km/時
40km/時以上

【凡例】
20km/時以下
20～40km/時
40km/時以上

： 長期間の昼夜連続規制を伴う工事箇所

【凡例】
1時間以下
1～2時間
2～3時間
3時間以上

【凡例】
1時間以下
1～2時間
2～3時間
3時間以上
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２．都心環状線の利用状況

H19.12開通

H27.3開通

H22.3開通

都環内内

都環内外
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【都環内内,内外の利用目的】

＜都心環状線利用交通量 内訳＞

都環内内：都心環状線の入口から入り、都心環状線
の出口から出る交通

都環内外：都心環状線の入口から入り、その他路線
の出口から出る交通またはその逆

都環外外：都心環状線の出入口を利用せず単に通過
する交通

※首都高速道路交通起終点調査（H21.1.28、H27.10～11(平日)）より算出

○都心環状線の利用交通量は、ネットワーク整備により減少

○都心環状線を通過する交通は減少しているものの、都心環状線の出入口を利用する交通はほぼ変化なし

78%

22%

81%

19%
都環内外

都環外外

交通量(万台/日)

都環内内

【H20年度】

【H27年度】

レジャー

業務

レジャー

業務

合計

42.1

37.7

【凡例】

都環外外

中環内外
中環
外外

中環
外外

中環内内：都心環状線を通過する交通のうち、
中央環状線より内側の入口から入り、
中央環状線の内側の出口から出る交通

中環内外：都心環状線を通過する交通のうち、
中央環状線より内側の入口から入り、中央
環状線またはその外側の出口から出る交通
またはその逆

中環外外：都心環状線を通過する交通のうち、
中央環状線またはその外側の出入口を
利用する交通

都環内外

都環内内

合計

中環
内内

中環内外
中環
内内

中環外外

中環内内

中環内外



２．都心環状線の利用状況
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H26.5.19（月） 3:10           都心環状線外回り 呉服橋付近で事故発生
3:10～8:10 都心環状線外回り 神田橋～呉服橋 通行止め

○神田橋～呉服橋（外回り）の通行止め時には、内回りに交通が集中し、渋滞が発生

○放射方面の路線においても、内回りへの交通集中に伴い渋滞が発生

]

通常時（H26.5.26（月） 8:00） 事故発生時（H26.5.19（月） 8:00）

※首都高速道路上車両感知器データより算出

都心環状線外回り通行止め

都心環状線内回りへの迂回により、
渋滞が発生

都心環状線内回りへの交通集中により、
放射方向に渋滞が発生

【凡例】
20km/時以下
20～40km/時
40km/時以上

【凡例】
20km/時以下
20～40km/時
40km/時以上
通行止め

]

都心環状線内回りへの迂回により、渋滞が発生

都心環状線外回り通行止め

都心環状線に交通が集中し、
放射方向に渋滞が発生

中央環状線外回りへの迂回により渋滞が発生



２．都心環状線の利用状況

5

H27.11.29（日） 9:30             都心環状線外回り 芝公園付近で車両火災発生
9:30～11:30 都心環状線外回り 浜崎橋～芝公園 通行止め

○芝公園付近（外回り）で通行止めが発生した際、日本橋周辺の内回りにおいて渋滞が発生

]]

通常時（H27.12.6（日） 11:00） 車両火災発生時（H27.11.29（日） 11:00）

※首都高速道路上車両感知器データより算出

都心環状線外回り通行止め

都心環状線内回りへの迂回により、渋滞が発生

都心環状線に交通が集中し、
放射方向に渋滞が発生

都心環状線内回りへの迂回により、渋滞が発生

都心環状線に交通が集中
し、
放射方向に渋滞が発生

都心環状線外回り通行止め

【凡例】
20km/時以下
20～40km/時
40km/時以上

【凡例】
20km/時以下
20～40km/時
40km/時以上
通行止め



池袋線 上野線

向島線

本町

箱崎

代官町

宝町

一ツ橋

±0

+0.4
+0.5

+0.6
+0.3

+0.4

+0.4

±0

▲0.1
±0

±0

▲0.3
± 0

± 0

+0.2

+0.4
+0.6

+0.1

霞が関

江戸橋

呉服橋

神田橋

首都高交通量の変化 一般道の交通量の変化

３．竹橋～江戸橋間を撤去した場合の首都高・一般道への影響
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○首都高上での転換により、都心環状線や中央環状線等の他路線において交通量が増加
（特に都心環状線（南側）では約３割増加）

○首都高から一般道へ転換することにより、特に東西方向の一般道で交通量が増加

○利用する出入口の転換等により、撤去区間周辺の出入口や接続する一般道の交通量が増加

【算定方法】
以下のデータ及び条件を用い、交通量推計（交通量配分）により竹橋～江戸橋間を撤去した場合の交通影響を試算

・交 通 量 ： H17年度道路交通センサスによる自動車ODを基に作成したH28年のOD表

・ネットワーク： 現在事業化されている首都圏における高速道路の路線が全て完成したネットワーク（H42年）
をベースに、竹橋～江戸橋間の撤去前と撤去後の２ケース

（単位：万台／日）

新宿線

渋谷線

目黒線

羽田線

池袋線

上野線

向島線

中央環状線

上野線
池袋線

向島線

小松川線

湾岸線

台場線

羽田線

目黒線

渋谷線

新宿線

板橋 JCT

江北 JCT
小菅 JCT

箱崎 JCT

西新宿 JCT

大橋 JCT

葛西 JCT

一 橋

渋谷 江戸橋
JCT

辰巳JCT

大井JCT

本線

出入口 都心環状線出入口周辺一般道の交通量

※0.1万台未満の増減は黒

【凡例】
交通量差

-5万台
+5万台

【凡例】

交通量比

：+１５％以上
：+１０～１５％
：+５～１０％

※一般道は主要地方道までを計上しており、細街路等は除外

小松川 JCT

代官町出入口

撤去前 → 撤去後

0.6 → 1.5

約150%増

一ツ橋出入口
撤去前 → 撤去後

0.6 → 1.5

約150%増

都道406号

撤去前 → 撤去後

3.9 → 4.8

約20%増

都道408号

撤去前 → 撤去後

4.4 → 6.0

約40%増

白山通り
撤去前 → 撤去後

2.1 → 2.6

約20%増

靖国通り

撤去前 → 撤去後

4.6 → 5.3

約20%増

都道402号
撤去前 → 撤去後

2.3 → 2.7

約20%増

永代通り

撤去前 → 撤去後

4.6 → 6.3

約40%増

（単位：万台／日）
（単位：万台／日）

宝町出入口
撤去前 → 撤去後

0.9 → 1.7

約90%増

（単位：万台／日）

一ツ橋

代官町

宝町

【凡例】
：首都高入口
：首都高出口

都心環状線
（三宅坂JCT～霞が関）

撤去前 → 撤去後

8.9 → 9.8

約10％増

都心環状線
（浜崎橋JCT～芝公園）

撤去前 → 撤去後

10.0 → 12.8

約30％増

中央環状線
（扇大橋～千住新橋）

撤去前 → 撤去後

8.7 → 8.9

約3％増


